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一人口の動き一
2月1日現在

5．911人

6．135人

12．046人
2．573世帯
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川西町役場　発行者　川　西　町　く町長　根津正三〉
川西町役場企画室　印刷所　白南風社　定価　1部5円
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2日中央町で写す。除雪作業

圃
一
］
月
の
行
事

二
日
　
水
道
特
別
委
小
委
員
会

三
日
　
町
職
員
組
合
定
期
総
会

六
日
　
教
育
委
員
会
協
議
会

七
日
　
議
会
産
経
委
員
会

八
日
　
議
会
総
文
委
員
会

九
日
　
議
会
土
厚
委
員
会
ー
f
日
ま
で

ト
一
日
　
新
大
実
習
生
来
陶

十
二
日
　
青
少
年
問
題
協
議
会

卜
三
日
　
橘
婦
へ
会
役
員
研
修
会

十
四
日
　
医
療
特
別
委
員
会

十
六
日
　
出
か
せ
ぎ
吉
年
学
級
生
職
場

　
　
　
　
訪
門
ー
東
京
で
十
八
日
ま
で

十
六
日
　
原
田
婦
人
学
級

十
九
日
　
藤
沢
婦
人
学
級

二
十
日
　
仁
田
婦
人
学
級

二
十
三
日
　
塩
辛
婦
人
学
級

二
十
五
日
　
町
民
ス
キ
ー
大
会

二
十
七
日
　
橘
婦
人
会
役
員
研
修
会

§
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米
寿
を
祝
っ
て

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
　
一
月
一
日

で
呼
ぴ
年
八
十
八
才
に
な
ら
れ
た
か
た

に
座
ぶ
と
ん
｝
枚
ず
つ
を
贈
c
激
し
た

　
こ
と
し
の
該
当
者
は
、
明
治
ヒ
四
年

生
れ
の
次
の
か
た
が
た
で
す
。
　
（
カ
ッ

コ
内
は
世
帯
主
で
す
。
）

　
樋
口
賢
平
（
孝
治
）
田
戸
、
高
野
ナ

カ
（
寅
五
郎
）
室
島
、
小
川
善
作
（
大

作
）
赤
谷
、
羽
鳥
伝
吉
（
徳
三
郎
）
伊

友
、
田
畑
テ
ル
（
キ
ク
エ
）
元

町
、
丸
山
ト
モ
（
仁
治
）
原
田

中
村
キ
サ
（
啓
治
郎
）
坪
山
、

高
橋
’
帰
吉
（
本
人
）
高
倉
，

　
消
防
事
業
に
寄
付

　
上
野
の
上
村
義
｝
さ
ん
は
、

長
い
間
、
消
防
団
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
き
た
が
、
昨
年
退
団

し
た
の
を
機
会
に
退
職
報
償
金

の
な
か
か
ら
五
千
円
を
、
町
の
消
防
事

業
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
た
。

　
青
年
学
級
交
換
会

な
ど
に
つ
い
て
の
協
議
を
す
る
が
、
公

民
館
で
は
、
こ
ん
ご
も
交
流
学
習
は
盛

ん
に
と
り
あ
げ
た
い
意
向
で
あ
る
。

　
戦
没
者
の
父
母
に

　
戦
没
者
の
父
母
に
特
別
給
付
金
（
＋

万
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
（
支
那
事
変

）
以
後
の
戦
争
勤
務
に
よ
っ
て
戦
死
、

ま
た
は
戦
病
死
し
た
者
の
父
母
ア
＼
戦

没
者
の
死
亡
当
時
に
お
い
て
、
そ
の
戦

　
十
一
日
午
前
八
時
か
ら
午
後
二
時
ま

で
役
場
の
会
議
室
で
、
柏
崎
市
曾
地
青

年
学
級
と
町
の
青
年
学
級
の
学
習
交
換

会
を
ひ
ら
く
。

　
曾
地
青
年
学
級
側
は
公
民
館
長
以
下

二
卜
人
で
、
町
か
ら
は
公
民
館
主
事
以

下
レ
三
人
が
出
席
す
る
予
定
。

　
情
報
交
換
や
こ
れ
か
ら
の
学
級
運
営

　
　
　
没
者
以
外
に
子
・
孫
と
名
の
つ

　
　
　
く
者
が
ま
っ
た
く
な
く
、
そ
の

　
　
　
状
態
が
、
昭
和
四
卜
二
年
三
月

　
　
　
三
－
「
一
日
（
昭
和
四
十
二
年
四

　
　
　
月
｝
日
以
後
養
子
を
む
か
え
た

　
　
　
父
母
を
含
む
）
ま
で
引
き
続
い

　
　
　
た
父
母
に
対
し
て
、
特
別
給
付

　
　
　
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

　
　
　
ま
し
た
。

　
該
当
者
は
、
至
急
、
役
場
の
社
会
課

ま
で
請
求
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
テ
レ
ビ
の
ほ
こ
り

　
テ
レ
ビ
の
裏
の
ふ
た
を
は
ず
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
ホ
コ
リ
が
た
く
さ
ん
た

ま
っ
て
い
ま
す
。
長
時
間
つ
け
っ
ぱ
な

し
に
し
た
り
、
部
品
が
不
良
だ
っ
た
り

し
て
、
内
部
で
放
電
や
過
熱
が
お
こ
り

ほ
こ
り
に
引
火
し
て
火
災
に
な
っ
た
例

が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
家
庭
の
テ
レ

ビ
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か
。
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にこし　④③②①考　には　は　　　　　…①　　　　　続　　廃定・　あ久
つとて給　　　　　え財は　’い前川　　　根三　　　　　　審ま止　’費こた井ま会昭いで・与特税超給ら政年町わ進西年津……川　専　　査たす昭用のり議ずを和

灘難轡琶難募竪i継1謹難1望鞍惣
県い・主はのが法加次をてあ財のてあ　≡職　分　に件制年に専待発長日の　貝　　△

鋤渥黙舞驚裂羅語い弐の墾薪畿廉甥羅給よ蚕
講課い欝0範喜i碧驚鷺鯨繕蓉請与る章
な点す減　　題　・て　策祖る年　　…及　　　　そも会す件・通うじ＋願の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝

議　　　　　人1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　れ原計る七〃じなた八
ま力庄的　　ば急たける会　　よ余乏　働関≡　　　すぴ　　　ぞ案の条件旨て年 ◎日はべ
ねが民な以なによはな計加る儀し税き係…i給1る旅　　　れど補例のの　’頭 σこ　　　　　o

くだか行上らこつ’かがえほなくのかが≡料町条費　　　関お正の承あ諸の
oんら政のなれて一で比てかく　’伸けあ≡月三例額　　　係し）　’一認い問あ

翠継ア
だはが点い等い般　’較　’方さ大長たる…額役の並　　　常可一部をさ題い
ん自行を　oのる会施的国法れ規性いの≡をの一ぴ　　　任決公をはつのさ
忘治な含　　解状計設順保が　’模に考で…昨う部に　　　委し平改じを解つ
れ法わめ　　決況か会調事な地償関え　’…三年ちをそ　　　員た委正めお決が
さのれて　にでら計に業い方却しでそ…≡八助改の　　　会o員す　’こにあ
ら良る　’　ああのの運　’o税資てあの＝月役正支　　　に　　会るrなはり
れさよも　たる繰累営農　の産はる方≡に　’す給　　　付　設条川つ和　’

嚢続を
’審
翠査補

音　正
るとうし　らかり積さ業　　増の　’o面…さ収る方　　　託　　置例西たを次
結かな非　　なら出赤れ共　　税減税　　にニか入条法　　　し　条一町　oもい

は
全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一果’ら効　　け　’し字て済　に税源　強二の役例に　　　て　例の報　　つで 員
を魅　’率　　れ早にだい両　　たがが　　く≡ぼの　　関　　　継　　を制酬　　て和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　二

協

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝努力て　　き題よま　気従せ　　たを　福　　ゴ　ニ　人　は万円）の 例に与③　　　関②
力　”各る解うやわの事つ制行経戦祉庄…iこ＋まのな改三）’給以に1 関並　　料　1す　　　つ

しよわ位と決なさたあすで度財た後施民…の円た意お正千’収料上さ教
たりたかきへとししるるあの政今二策は≡ほを　’思’前百教入月のか育
いよしらで力きいど実もろ改が日十の　’…か五役で町の円育役額条の長

裂誘黙題条旅町改員例町訂
oいど絶も強にもも行のう革き　’年強税≡　’百場す長額）長六は例ぼの 例費教正のの一し
蓑覆春雀忌老響重召2カミ廃お簑み砦窒…1護甫募藷落房き吾互秀盛ぞ輯 の支育等宿一般た

一・給委で日部職も
の場ご　oみ　’はりかゆ要構てのま望い…　’に宿き与るつ九千六に改月 部及員あ直をのの
年職協　　出おなまかまはの必生ぐんこ三特増日とに　oた千円千よ訂額 をび会る料改職1
で員力　　すおいくハぬ　’問要活るでと…別額直しつ　　o二＿円つヤを 改勤教　◎の正員
あもを　　こくが環て研行題とにしいを…両し料たい　　力百五＿てた員1・ 正務育1増すのる一ね　　との　’境い修財もさ密いる嘆≡会たは　。て　　ツ円万六　’も年 す時長　　額る給
よ致が　　の難こはると政たれ着変oき三計〇四　　は　　コ＿八万助の八 る間の　　と条与
う協つ　で問のな　。勇にいるし化　　’ニに　　百　本　　内五千円役1月
　　　　　　　　　　　　　　　　　＝

条等給　　給例に

⑥　　⑤　　　④　　③　　　②　　①る員　　　　　慮き　　　　　　　　　しとが月 で　　与ずわ
　願　員工　願　る内　関　。会こ　請　し上教　議　副　議ての’か現
町＿赤会事町＿大請県田］す仙　　付の　　　　たげ育　　員　　議　　長　’関そら行
道土谷付施道土倉願道道る田　託議　　　　いに委　　　＿長　　　一係の引の
高厚簡託工下厚部＿取高請地　状会　願　意つ員　　改　　　　月か後き川
倉委易）に平委落土付倉願区　況に　　　　向いや＿一正一＿二からの上西

議　あ補のれた
　　る正べもる
員・o総1’四
　　　額ス人件報　　　は．事の

’員水　　関新員取厚箇　’＿農　　は提　　　　でて農改万前万改万ら　’物げ町
小会道　す田会付委所小産村　以出　七　あも業正三＿六正円適今価ら議

酬　　　五ア院補
　　　百ツ勧正

脇付工　　る部付道員一脇経集　　下さ　　　　る　’委前千万千前　　用回上れ員 を　　七プ告予
線託事　　請落託路会部線委団　　のれ　　件　　。新員一円四円一　　さ　’昇た報
改）に　　願内）に付改の員自　　とた　　　　　年等万　　千　　万　　れ次やも酬

　　　十にに算ア　　　六よよ専
良　　関　　＿幹　　関託修高会動　　お請　　　　　度の二　　五　　八　　たの類のは
工　　す　　土線　　す）に倉付電　　り願　　　　　か報千　　百　　千　　。改似で昨

ッ　　　万るる決
　　四も職は事　　る　　厚改　　る　　関部託話　　での　　　　　ら酬円　　円　　円　　　正町あ年 プ　　千の員　’

に　　請　　委修　　請　　す落）に　　あ委　　　　　考引）　　）　　）　　　を村る一 円　。給い

三軽税＋　　通し昭　　　　　　　⑦　　×　　　　　　　　　　　　　　　一

趨李孟、堅講一四馴、戦肇鱗翻昇籍鵠編欝鵠1騰鼻う
・車三七につ町＋中般十る脇る菱　　増富　　天イ　　　真あ　　　　　　　　　ぶ

爵聾天薪薙僥会三離譲繕畿認上享輪笥黙忍聾護罷聡箏声
脱夫酢韓激計年講蓑中田中大新あ徳好佐一正讃寅美照武孝勝器

響喜瞳饗塞　糟喜享塊誓壽隻喜藩欝鍵齢

一
月
籍
の
窓
か
、
う

　　　　　　　　　　　　　　　×　　　一　　　　（　　　　（　　　　（　　　　（
ど税十で約と　　円一二　　計材三一×◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

鱗婁裾聾麓鰹郷翻禰翻翻鞍漿纏幕欝雀獅懸
蒐璽楽譲芳1ξ聖景書分碧募芳秀言妻徳、恭某雀聲ヨ暑幕胃薪蘂杢　葉颪雪颪i与爺∋馨9盃謡茎奮ゴジ

　所目　’円る二し八円交十円六五×　　　百平マ　　　　喜　　』
　得だ電のと年で十を付七’千十美　忠合三サ　和茂美政　1　寺大伊赤木藤元上中山新田赤
　割つ気嘆’度あ五加税万以九円美射芳子郎江学子義子治ご
　がが力　　市補る万えの四上百　　×　　　　　　　　　　　新
　そ　’ス固町止。四て見千　’九電×仁新神小霜霜三木町木円

　　　　　　　　イ山野町
尾倉友谷落澤町野田田新戸谷
　　　　　　　　　　田の市税定村後　　千’積百町＋気菱　町戸根」　　　　新　　満

ほ町の資民の　百総り四税円ガ×田新市岸條條領落田落
と村約産税予　　四合九十の　’ス菱か田か　か　　か　か　　に 六七七四七七七七六五六六九

九三八一六九二四七四九五一ん民六税で算　　十計千円合木税×ら　　ら　　ら　　ら　　ら
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「
　
一
日
県
庁
』

丸
山
さ
ん
・

十
三

茂
野
さ
ん

日

　
県
で
は
、
へ
き
地
に
庄
む
わ
た
し
た

ち
の
要
望
を
聞
き
と
り
、
こ
ん
ご
の
施

策
の
参
考
に
す
る
た
め
、
十
三
日
、
津

南
町
役
場
で
「
一
日
県
庁
」
を
ひ
ら
き

ま
す
。

　
「
一
日
県
庁
」
は
午
前
九
時
半
か
ら

は
じ
ま
り
地
元
市
町
村
長
が
郡
市
内
共

通
し
た
問
題
、
あ
る
い
は
各
而
町
村
個

別
の
要
望
を
の
べ
た
あ
と
、
　
｝
般
庄
民

代
表
八
人
が
県
政
に
対
す
る
質
問
や
意

見
を
発
表
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
県
側

の
答
弁
が
あ
る
。

　
川
西
町
か
ら
は
、
丸
山
一
徳
さ
ん
（

原
田
）
と
茂
野
ミ
ン
さ
ん
（
藤
沢
）
の

ふ
た
り
が
発
言
者
に
え
ら
ば
れ
、
丸
山

さ
ん
は
河
川
行
政
に
つ
い
て
、
茂
野
さ

ん
は
出
か
せ
ぎ
問
題
を
中
心
と
し
た
へ

き
地
対
策
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
八
分
の

持
ち
時
間
で
発
言
す
る
こ
と
に
な
っ
た

丸山一一徳さん茂野ミ・ンさん

　
　
　
　
　
　
　
が

　
発
言
者
に

津
南
町
で

　
県
か
ら
の
出
席
者
は
、
亘
知
事
を
は

じ
め
総
務
部
長
以
下
各
部
長
、
教
育
長

郡
市
内
に
あ
る
県
出
先
機
関
の
長
と
な

っ
て
い
る
。

　
な
お
、
亘
知
事
は
「
｝
日
県
庁
」
に

先
だ
っ
て
、
十
二
日
の
午
後
、
川
西
町

を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

乱
不
＊
乱
不
乱
不
★
丁
血
不
＊
★
T
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
↓
不
乱
不
＊
＊
↓
不
＊

＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

料
引
揚
者
の

料
　
　
　
皆
さ
ん
へ

緋
辮
特
別
交
付
金

　

継
　
　
　
を
支
給

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊年革

＊
血
不
↓
不
血
不
＊
＊
＊
＊
出
不
山
不
血
不
轟
不
・
累
・
＊
＊
孟
不
＊
山
不
＊
山
不
＊
＊

　
引
揚
者
の
皆
さ
ん
に
昭
和
三
十
二
年

引
揚
者
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
が

今
回
さ
ら
に
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日

（
終
戦
日
）
ま
で
に
、
外
地
に
「
一
年

以
上
」
の
「
生
活
の
本
拠
」
を
も
っ
た

者
が
、
終
戦
に
よ
り
や
む
な
く
内
地
に

引
揚
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
在
外

財
産
の
み
な
ら
ず
、
生
活
権
ま
で
も
失

っ
た
打
撃
に
報
い
る
趣
旨
に
よ
り
、
今

回
新
た
に
特
別
交
付
金
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
該

当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
引
揚
者
の
皆
さ

ん
は
役
場
社
会
係
ま
で
請
求
に
お
い
で

く
だ
さ
い
◎

　
支
給
さ
れ
る
額
は
、
昭
和
二
十
年
八

月
十
五
日
現
在
の
年
令
に
よ
り
、
次
の

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

五
＋
才
以
上

三
十
五
才
以
上

五
＋
オ
未
満
。

二
＋
五
才
以
上

三
十
五
才
未
満

六
〇
、
O
O
O
円

一
〇
〇
、
O
O
O
円

五
〇
、
O
O
O
円

　
二
＋
才
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
、
O
O
O
円

　
二
＋
五
オ
未
満

　
二
十
才
未
満
　
　

二
〇
、
O
O
O
円

な
お
外
地
に
終
戦
日
ま
で
引
き
続
き

八
年
以
上
生
活
の
本
拠
を
有
し
て
い
た

者
に
対
し
て
は
、
さ
ら
に
右
の
額
に
一

万
円
加
算
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

雪
害
対
策
本
部

を
設
置

豪
雪
に
対
処

　
三
十
日
夕
刻
よ
り
降
り
続
い
た
雪
は

連
続
六
日
間
、
五
日
朝
三
肌
二
五
㎝
に

達
し
、
昭
和
二
十
二
年
（
三
肌
四
五
㎝

）
以
来
の
大
雪
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
特
に
火
災
活
動
、
急
患
輸

送
等
に
支
障
を
き
た
し
た
の
で
、
五
日

午
前
十
時
、
町
長
を
本
部
長
と
し
て
雪

害
対
策
本
部
を
町
役
場
に
設
置
い
た
し

ま
し
た
。

　
組
織
、
編
成
に
つ
い
て
は
川
西
町
防

災
計
画
に
よ
り
ま
し
た
。

　
緊
急
対
策
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

計
画
し
ま
し
た
。

一
、
交
通
の
確
保
、
火
災
の
防
止
、
急

　
患
輸
送
に
重
点
を
お
き
、
総
力
を
か

　
け
る
。

二
、
公
共
建
物
の
早
期
除
雪
を
行
な
う

三
、
な
だ
れ
危
険
防
止
の
た
め
、
立
札

　
の
増
強

四
、
豪
雪
の
た
め
消
防
活
動
が
困
難
な

　
の
で
火
災
予
防
に
努
め
る
こ
と
。

昭
和
四
十
三
年
度
分

固
定
資
産
税
課
税
台

帳
の
縦
覧
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

昭
和
四
十
三
年
度
分
の
固
定
資
産
課
税

台
帳
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
希
望
者

は
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

　
縦
覧
に
よ
り
、
課
税
台
帳
の
価
格
等

に
不
服
の
あ
る
場
合
に
は
、
　
「
固
定
資

産
課
税
台
帳
の
登
録
事
項
に
関
す
る
審

査
の
申
出
」
を
縦
覧
期
間
の
初
日
か
ら

そ
の
末
日
後
十
臼
以
内
に
限
っ
て
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
四
＋
三
年
度
分
の
か
わ
っ
た
点
を
あ

げ
て
み
る
と
、
大
要
次
の
よ
う
な
こ
と

に
な
り
ま
す
。

1
、
宅
地
、
山
林
の
課
税
標
準
額
が
若

　
干
、
前
年
度
を
上
ま
わ
る
も
の
が
多

　
い
。
　
（
規
定
に
よ
る
上
昇
）

2
、
家
屋
を
昨
年
中
に
新
増
築
し
た
場

　
合
、
前
年
度
の
新
増
築
分
（
一
昨
年

　
中
の
新
増
築
し
た
も
の
）
よ
り
建
築

　
費
の
上
昇
等
の
原
因
に
よ
り
、
課
税

　
標
準
額
に
お
い
て
、
お
お
む
ね
二
〇

　
～
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
上
昇
し
て

　
い
る
。

　
こ
れ
等
に
該
当
し
な
い
も
の
は
、
異

動
の
な
い
限
り
前
年
と
相
違
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　
縦
覧
の
日
時
、
場
所

1
、
三
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
間

　
で
、
休
日
を
除
く
日
の
午
前
八
時
三

　
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

2
、
場
所
は
役
場
三
階
事
務
室
（
財
政

　
課
税
務
係
）
で
す
。

繋蹴麟

麟繋鱗

離難灘

灘磯鷺

※
を
拝
聴
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
そ
度
の
現
況
を
中
心
に
、
町
の
小
中
学
で
三
学
級
と
な
り
、
児
重
数
は
三
＋
が
危
険
校
舎
の
指
定
を
受
け
て
お
り
腕
●・
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

※※
の
大
半
は
、
学
校
統
合
の
必
要
性
は

※
理
解
で
き
る
が
、
さ
し
せ
ま
っ
た
事

継
由
が
な
け
れ
ば
な
か
な
か
統
合
に
ふ

※※
み
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
現
状
や

縣
将
来
の
見
と
お
し
は
ど
う
な
っ
て
い

轍　
　
る
の
か
、
さ
し
つ
か
え
な
け
れ
ぱ
具

　
　
体
的
な
数
字
を
あ
げ
、
問
題
点
を
指

縣
摘
し
て
は
論
藁
起
し
書
い
、
と

※
　
い
う
建
設
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

※※
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編

㈱
　
　
成
お
よ
ぴ
教
員
定
数
の
標
準
に
関
す

　
　
る
法
律
に
よ
る
と
、
公
立
の
小
中
学

※
校
に
児
童
生
徒
四
十
九
人
ま
で
を
｝

校
が
六
年
先
に
は
ど
の
よ
う
な
事
態

に
直
面
す
る
か
を
推
定
し
て
み
た
。

　
町
教
委
の
高
橋
係
長
が
ま
と
め
た

デ
ー
タ
に
ょ
る
と
、

こ
の
ま
ま
で
ゆ
け
ば

昭
和
四
十
八
年
度
の

小
学
校
児
童
数
は
こ

七
人
減
っ
て
六
十
三
人
と
な
る
。
橘

小
は
二
学
級
九
十
一
人
の
減
、
六
学

級
で
百
八
十
七
人
と
な
る
。
中
仙
田

と
し
よ
り
も
三
百
四
十
｝
人
減
少
し

た
一
千
九
人
と
な
り
、
学
級
数
も
十

｝
学
級
減
っ
て
四
十
三
学
級
と
な
る

中
学
校
の
生
徒
は
百
七
十
七
人
減
少

し
て
六
百
二
十
三
人
と
な
り
、
学
級

数
も
六
学
級
減
っ
て
十
九
学
級
に
な

小
は
二
学
級
四
十
三

人
の
減
で
四
学
級
七

十
五
人
と
な
る
。
千

手
小
が
六
十
人
、
白

倉
小
が
二
十
三
人
減
少
し
て
そ
れ
ぞ

れ
一
学
級
減
と
な
る
。
上
野
小
は
十

九
人
減
る
だ
け
で
学
級
数
に
は
影
響

し
な
い
。
川
西
中
は
三
学
級
減
少
し

九
十
六
人
減
っ
て
二
百
七
十
六
人
に

な
る
。
仙
田
中
が
五
十
七
人
、
橘
中

耐
力
度
か
ら
い
う
と
、
大
雪
・
台
風

大
雨
・
地
震
な
ど
の
災
害
が
な
く
て

も
危
い
、
と
い
う
赤
ラ
ン
プ
が
と
．
も

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
杉
本
教
育
長
の
話

　
い
ま
に
二
部
複
式
の
学
級
を
編
成

し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
中
学
校
は

教
員
定
数
が
減
少
す
る
が
、
か
と
い

っ
て
一
人
の
教
員
が
二
教
科
以
上
を

担
当
す
る
こ
と
は
不
司
能
に
近
い
。

教
育
効
果
夢
あ
げ
る
に
は
適
正
規
模

の
児
童
生
徒
数
が
必
要
で
あ
り
、
対

策
を
検
討
中
で
あ
る
。
町
民
各
位
の

※※※※※※・きG※※※※※※・き・※※※※※※※

灘欝難※

無麟

綜纏鉱難

難
難
艦
麟
難
嚢
※
※
欄
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送だらい証料定
れさ
ばい切受がを小
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そこと証させ替
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円千ら
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